
　　　　

令和　7年 3 月 14 日

8 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

 職員構成

発達支援について

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
こども一人ひとりのありのままの姿を受け入れ、こどもとその家族の方々が、地域社会の中で人やものとの出会いを活かし、自分らしく、良さを活かして、存在感を発揮し、
「心」豊かな生活が送れるように支援します。

事業所名 松山市児童発達支援センターひまわり園 作成日支援プログラム①

・こどもの興味関心や発達段階に応じた活動を行い、できる遊びや好きな遊びが増えるよう支援します。
・遊びの中で、形や色、空間、時間などの概念が形成できるような環境を用意します。
・発達段階や認知の特性に合わせた環境の中で、見通しを持って安心して過ごし、何をするのかが分かって主体的に活動できるように支援します。

・生活や遊びの中で様々な体験を重ねながら、ことばと結びつけて理解につなげることができるように支援します。
・こどもの思いが大人に伝わったという経験を重ね、安心して他者と関わり、こどもの伝えたいという気持ちを育むとともに、特性に応じたコミュニケーション手段について支援しま
す。
・人とのやりとりする楽しさや便利さに気付き、コミュニケーションの意欲を引き出す支援を行います。

・身近な大人との安定した関係を築き、信頼関係を基盤とし、人との関わりを広げていけるよう支援します。
・模倣遊びやごっこ遊びなどを通して、人間関係社会性の芽生えや発達を支援し、他者と一緒に関わることの心地よさや自分への気づきを高められるよう支援します。
・発達段階や認知の特性に合わせて手順やルールを伝える支援を行い、集団活動に参加し他者と一緒に楽しさを共有できるようにします。

支援方針

①こどもの権利（「生きる」「育つ」「守られる」「参加する」）を保障し、こどもの最善の利益を守ります。
②こどもの発達の状態を把握し、様々な遊びや体験、人との関わり等を通して、こどもの自己肯定感が高まり、生きる力が育つことを目指します。
③保護者が、こどもへの理解を深め、子育ての方法等を習得し、将来への見通しを持ちながら主体的に子育てを行うことを目指します。
④保育や教育、福祉や医療等の各機関と連携を図り、こどもの育ちや子育てのより良い環境を作ることを目指します。

営業時間 送迎実施の有無

施設長・児童発達支援管理責任者・保育士・児童指導員・言語聴覚士・理学療法士・作業療法士・公認心理師・看護師・栄養士・調理員・嘱託医

・クラス保育は、保育職（保育士及び児童指導員）が主体となり、遊びや活動などを通して発達を促していきます。
・療法職（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ、公認心理士）が個別援助で評価や発達支援を行うとともに、クラス保育に入り保育職と共に多角的な視点でこどもの発達を促していきます。

主な行事等

　入園式・進級式　　参観日　　夏まつりごっこ　　年長児お楽しみ会　　運動会　　歯科検診　　クリスマス会　　卒園・修了式
　ハッピーデー　　避難訓練　　身体計測

家族支援

・ご家族からの子育ての相談に対する助言等を行います。
・療法職による個別援助を保護者同伴で実施し、保護者と発達の確認や関わり
方などを共有し、子育てにつなげていきます。
・保護者の方や御家族へ子育てに関する勉強会や就学に関する相談、及び情報
提供を行います。
・嘱託医（児童精神科医や小児科医)が、医療や発達、育児等に関する相談に
応じます。

移行支援

・就園や体験等を見越した個人交流保育の調整を行います。
・保育園や幼稚園への移行に必要な調整や伝達や引き継ぎ等を行います。
・学校見学や教育相談等、就学に向けた支援や就学先への引継ぎ等を行い
ます。

地域支援・地域連携

・松山市の総合支援協議会等への参画を通じての情報交換や協力体制の構築を
行います。
・Ｒ7年度からの中核機能に向けて、地域づくりの準備をしていきます。

職員の質の向上

・外部講師を招く等して定期的に園内研修を実施します。
・外部の研修へ職員を派遣し、その後の伝達研修を行います。
・虐待防止・身体拘束等防止の研修を行います。
・感染症の予防及びまん延の防止の研修を行います。

支　援　内　容

・健康状態の把握や必要なケアを行い、健康な心と身体を育て自ら健康で安全な生活をつくり出すことを目指せるよう支援します。
・睡眠、食事、排泄などの基本的なリズムを身に付けられるよう、毎日通園の中で家庭と連携し支援します。
・こどもの発達や特性に合わせて、食事・排泄・着脱等の生活に必要な基本的な習慣など、自分でやってみようとする意欲を育てながらできることを増やしていきます。

・こども一人ひとりの運動発達に応じたあそびや活動を行い、姿勢・運動・身体の使い方・手指操作などが育つように支援します。
・遊具遊びやスキンシップ遊びなどを十分に行い、遊びの中で体を動かす楽しさや心地よさが味わえるように支援します。
・個々の感覚の特性に配慮し、様々な感覚に触れたり味わったりするなどの感覚遊びを経験できるように支援するとともに、環境調整に配慮します。
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